携帯電話用カメラモジュールは、小型化、高画質化、カメラ機能の高性能化、AFや光学ズーム、手ぶれ補正など、DSCに近い多画素化・多機能化が進められている。一方、設計・製造面では、ますます高度な技術が必要となってきている。本書では、カメラモジュールの現状と今後の市場・技術動向、様々な製品への展開、「標準化」の有り方等を徹底考察した。カメラモジュール事業を題材に、「物造り」の本質とは何かを考察した技術書籍の改訂版である。
